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加入世帯数
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594

　　　177,218
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つくりだそう自治の力で明るいまちを

相模原市自治会連合会 検索
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市 長 あ い さ つ
　感謝状を贈呈させていただきます65名の皆様方におかれては、長年
にわたり、自治会活動に取り組まれるとともに、市政の発展にご尽力
を賜っており、誠にありがとうございます。
　受贈者の方々をはじめ、各自治会の皆様方には、防災、防犯、地域
福祉、環境美化活動や地域コミュニティの活性化など、地域において
中心的な役割を担っていただいております。皆様が取り組まれている、
人と人との絆を大切にする活動は、あたたかく暮らしやすいふるさと
づくりにつながるものと考えております。
　今後も、これまで培ったご経験を存分に発揮していただき、市民
一人ひとりが希望あふれる暮らしを送れるよう、地域コミュニティの
輪を広げる取り組みにご尽力賜りますよう、お願い申し上げます。
　さて、本市では、これまでも自治会の皆様と、あらゆる場面で連携・

協力をしながら、まちづくりを進めてまいりましたが、特に、自治会への
加入促進や活性化に向けては、市自治会連合会との基本協定や、不動産
関係団体を交えての協定に基づき、互いの連携を深めながら様々な
取り組みを行っているところです。
　自治会におかれては、若い世代の加入促進をはかるための重点的な
取り組みとして、市自治会連合会ホームページをリニューアルされた
と伺っております。今後も、不動産関係団体からの意見を取り入れられ、
さらに内容を充実されるとのことで期待しております。
　今後も、市民の皆様に住んでよかった、これからも住み続けたいと
実感していただけるような相模原を築いてまいりたいと思っており
ますので、ご理解、ご支援、ご協力を賜りますよう、お願い申し上げ
ます。

積極的な活動を讃えて市長から
感謝状が贈呈されました
　平成28年２月６日（土）、相模原市民会館で「自治会活動功労者感謝状贈呈式」
が行われ、各地区自治会連合会から推薦された65名の方々が、市長から感謝状
の贈呈を受けました。
　受贈者は、下記の方々です。
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自
治
会
連
合
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が

大
き
く
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
！

　ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
普
及
に
よ
り
、
以
前
に
も
増
し
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
果
た
す

役
割
が
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。
住
民
の
皆
さ
ん
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て

自
治
会
に
関
す
る
情
報
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
仕
組
み
や
、
自
治
会
側
か
ら
最
新

情
報
を
発
信
す
る
仕
組
み
を
調
え
る
こ
と
は
、
加
入
促
進
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
自
治
会
連
合
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
、
機
能
面
か
ら
も
デ
ザ
イ
ン
面

か
ら
も
大
き
く
刷
新
し
ま
し
た
。

　見
や
す
く
便
利
に
な
っ
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　文字ばかりの画面では、なかなか見る気が起きませんよね。そこで、一目で意味が
通じるイラストや、写真の利用を増やし、伝わりやすい構成にしました。
　また、スマートフォン対応していますので、小さな画面では自動的にレイアウトが
変わります。これまでのように、パソコン版ホームページの小さな文字を指で引き
のばさなくても見やすくなりました。

ここが変わった①

圧倒的に見やすいデザイン！スマホにも対応

　メールアドレスを登録していただくと、各地区の
メールマガジンをお届けできるようになりました。配信
を希望する地区は、あらかじめ指定することができます
（全域に関わる情報は全ての方に届きます）。
メールマガジンの登録はコチラから。↓
「トップページ」－「地区情報のメルマガ登録はコチラから」　

ここが変わった②

メールマガジン機能を搭載！

　自治会検索機能が導入されました（一部地域を除く）。市内でお引越しされる際や、
ご友人が市内に転入される際に、ぜひご活用ください。
「トップページ」－「あなたの住まいの自治会はどこ？」

ここが変わった③

住所から自治会を調べられる！ 

※画像はイメージですので、若干変更になることがあります。

ご存じでしたか？自治会連合会ホームページにはこんな情報も載っています。

相模原　自治会

  自治会員だからこその特典内容を知ることができる
　自治会員専用割引の「厚生施設利用カード」（Jichi Pass）の
特典内容をご覧いただけます。実際のサービス利用には、
各戸配布されるJichi Passを各施設にご提示ください。

  防災マップがチェックできる
　「トップページ」－「各地区の掲示板」から

  回覧板の見逃した記事が読める
　地域情報紙の最新号と前号を読むことができます。
　「トップページ」－「各地区の掲示板」から

  自治会連合会の発行物が読める
　「自治会報さがみはら」のバックナンバーや各種パンフレット
を掲載しています。「トップページ」－「連合会の概要」から

※画像はイメージです
▼

▼

こちらの
ページより、
ご登録
いただけます。

トップページはこちらから
ご覧いただけます。
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今
回
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、
横
山
地
区
で
青
少

年
育
成
な
ど
幅
広
く
活
躍
し
て

い
ら
っ
し
ゃ
る
北
川
春
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き
た

が
わ
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る
え
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さ
ん
に
お
話
を

伺
い
ま
し
た
。

相
模
原
市
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い
つ
ご
ろ
か
ら

お
住
ま
い
で
す
か

　

育
ち
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横
浜
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す
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、
昭
和

46
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に
当
時
新
築
の
下
九
沢
団

地
に
入
居
し
て
以
来
、
相
模
原

市
で
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
勤
め

先
も
、
通
勤
し
や
す
い
南
橋
本

の
Ｎ
Ｅ
Ｃ
に
移
し
、
定
年
ま
で

経
理
の
仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
。

女
性
が
定
年
ま
で
働
く
こ
と
に

は
ご
苦
労
も
あ
っ
た
の
で
は

　

結
婚
や
出
産
を
き
っ
か
け
に

退
職
す
る
女
性
が
多
い
時
代
で

し
た
が
、
会
社
の
支
え
も
あ
り
、

Ｎ
Ｅ
Ｃ
の
相
模
原
事
業
場
で
、

出
産
、
子
育
て
し
て
定
年
ま
で

勤
め
あ
げ
た
女
性
第
１
号
に
な

り
ま
し
た
。
仕
事
の
お
か
げ
で
、

パ
ソ
コ
ン
作
業
や
、
規
約
等
の

文
書
作
成
に
抵
抗
が
な
く
、
現

在
の
地
域
活
動
に
活
か
せ
て
い

ま
す
。

榎
自
治
会
役
員
や
横
山
公
民
館

青
少
年
部
長
、
青
少
年
健
全
育

成
協
議
会
事
務
局
長
な
ど
広
範

囲
に
ご
活
躍
で
す
が
、
地
域
活

動
に
携
わ
る
き
っ
か
け
は

　

始
ま
り
は
、
長
女
が
小
学
生

の
時
、
子
ど
も
会
ド
ッ
ヂ
ボ
ー

ル
部
に
入
っ
た
こ
ろ
か
ら
で
す
。

娘
が
６
年
生
の
時
、
当
時
の
公

民
館
長
か
ら
「
北
川
さ
ん
の
仕

事
は
土
日
が
休
み
だ
か
ら
、
日

曜
だ
け
で
も
手
伝
っ
て
」
と
頼

ま
れ
、
平
成
４
年
か
ら
10
年
間
、

青
少
年
指
導
員
と
し
て
ジ
ュ
ニ

ア
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
な
ど
に
携

わ
り
ま
し
た
。
今
は
横
山
公
民

館
青
少
年
部
長
と
し
て
関
わ
っ

て
い
ま
す
。
子
ど
も
達
を
対
象

と
し
た
活
動
が
主
で
し
た
が
、

定
年
を
境
に
介
護
予
防
教
室
や
、

民
生
委
員
活
動
な
ど
、
高
齢
者

支
援
に
取
り
組
む
こ
と
も
増
え

ま
し
た
。
近
年
で
は
、『
横
山
地

区
と
っ
さ
の
時
の
安
心
づ
く
り

事
業
』
と
し
て
、
緊
急
時
連
絡

先
等
を
収
め
た
「
と
っ
さ
の
時

の
安
心
ケ
ー
ス
」
な
ど
を
、
自

治
会
加
入
世
帯
だ
け
で
な
く
、

民
生
委
員
を
通
し
て
未
加
入
の

高
齢
者
世
帯
に
も
配
る
取
り
組

み
を
進
め
て
い
ま
す
。
い
ざ
と

い
う
時
の
備
え
と
し
て
だ
け
で

な
く
、
加
入
促
進
に
も
つ
な
が

れ
ば
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

特
に
印
象
に
残
っ
て
い
る
活
動
は

　

今
年
30
周
年
を
迎
え
る
榎
自

治
会
榎
囃
子
連
育
成
会
の
活
動
で

す
。
子
ど
も
達
の
心
の
中
に
、
ふ

る
さ
と
へ
の
愛
着
を
育
む
よ
う
な

伝
統
的
な
活
動
が
し
た
い
と
設
立

し
、
以
来
、
練
習
場
所
確
保
な

ど
、
裏
方
と
し
て
関
わ
っ
て
き
ま

し
た
。
当
初
は
子
ど
も
囃
子
連
で

し
た
が
、
そ
の
子
ど
も
達
も
30
代

に
な
り
（
笑
）
指
導
員
と
し
て
活

躍
し
て
く
れ
る
囃
子
連
に
な
り
ま

し
た
。自
治
会
の
ど
ん
ど
焼
き
や
、

ふ
る
さ
と
祭
り
な
ど
で
稽
古
の
成

果
を
披
露
し
て
い
ま
す
。

長
く
携
わ
っ
て
来
ら
れ
た
中
で
、

嬉
し
か
っ
た
こ
と
は

　

囃
子
連
の
子
ど
も
達
の
中
に

は
、
大
人
に
な
っ
て
い
っ
た
ん

地
元
を
離
れ
た
の
ち
に
、
家
業

を
継
ぐ
な
ど
で
帰
っ
て
く
る
子

が
い
ま
す
。
戻
っ
て
く
る
と
、

ま
た
囃
子
連
に
参
加
し
て
く
れ

る
の
で
感
激
し
ま
す
。
そ
れ
か

ら
、
先
日
、
昔
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー

ダ
ー
だ
っ
た
子
を
近
所
で
偶
然

見
か
け
て
声
を
か
け
た
ら
、
結

婚
し
て
数
年
ぶ
り
に
再
び
横
山

に
引
っ
越
し
て
来
た
と
の
こ
と
。

誘
っ
た
ら
自
治
会
の
お
祭
り
に

参
加
し
て
く
れ
て
、
自
治
会
に

も
入
っ
て
く
れ
る
と
の
こ
と
で

す
。と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
ね
。

大
切
に
し
て
い
る
こ
と
は

　

や
は
り
、
ふ
る
さ
と
づ
く
り

で
す
ね
。
横
山
地
区
は
新
興
住

宅
地
で
す
が
、子
ど
も
達
に
と
っ

て
、
戻
っ
て
き
た
い
と
思
え
る
、

そ
し
て
い
つ
で
も
戻
っ
て
来
れ

る
「
ふ
る
さ
と
」
と
な
る
よ
う
、

温
か
な
ま
ち
づ
く
り
を
続
け
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

59
北川春惠 さん（横山地区）

夏休み実験教室で司会を務める

１　高齢者がいつまでも安心して地域で暮らすための
環境づくりについて
◦「介護予防・日常生活支援総合事業」への対応に
ついて
◦認知症高齢者への対応について
２　相模川自然の村周辺の活用について
◦相模川自然の村周辺の散策路の整備について
◦相模川自然の村周辺の施設拡充について

１　自治会活動の役割と高齢化の問題について
◦自治会の負担軽減策について
◦担い手の育成について
◦育成環境の整備について
２　地域の防犯対策について
◦防犯カメラ導入の可能性と課題について
３　畑地かんがい用水路について
◦畑地かんがい用水路の維持管理について
◦「木もれびの森保全・活用計画」と畑地かんがい
用水路について

１　地域における防犯対策について
◦街頭犯罪等への効果的な対策について
◦振り込め詐欺等を防止するための地域での取り
組みについて

２　地域の交通安全について
◦自転車のマナー向上策について
◦自転車保険の普及啓発について

１　防犯カメラを活用した地域の安全対策について
◦防犯カメラに関する支援等の制度の状況について
◦市が設置・管理を行う防犯カメラについて
２　自治会への加入促進について
◦現在の自治会の加入促進対策の状況について
◦自治会加入を促進する条例の制定について

１　地区内の交通安全対策について
◦城山地区内の歩道やガードレール等の整備について
２　地域における高齢者の見守りについて
◦災害時要援護者避難支援について
◦高齢者の居場所づくりについて

１　相模湖地区の活性化と魅力づくりについて
◦相模湖駅周辺地区の活性化について
◦子育て世代が安心して生活できる環境の整備に
ついて

１　AEDの設置について
◦AEDの設置場所の充実と24時間使用について
◦AEDの身近な場所への設置の充実について
２　安心見守りグッズの有効活用について
◦全救急隊への安心グッズの周知について
◦各地区で行われている安心グッズの統一ルールの
作成について

１　小田急多摩線の早期延伸及び相模線複線化への
取り組みについて
◦交通政策審議会に向けた対応について

◦相模線複線化への取り組みについて
２　田名地区における公園等の憩いの場について
◦田名地区への公園整備について
◦親水空間の回遊性と整備計画について

１　落書きのないまち・落書きをさせないまちへの
取り組みについて
◦落書き行為の防止に関する条例制定の意義及び
その周知について
◦落書き行為の防止策及び効果的な方法について
２　心身ともに健康となる取り組みについて
◦市内のニュースポーツの実施状況について
◦藤野ならではの健康づくりについて

１　津久井広域道路の整備を活かした新たなまちづくり
について
◦県道513号線から国道412号線までの都市計画
決定している津久井広域道路の早期延伸について
◦都市計画決定している国道412号線までの津久井
広域道路周辺のまちづくりについて

２　災害発生時の要援護者及び空き家対策について
◦災害発生時の要援護者対策について
◦空き家対策について

１　福祉コミュニティの形成について
◦高齢者等の見守り活動の充実について
◦高齢者の介護予防・認知症対策等の推進について
◦子育て支援の充実について

１　総合的な地区防災力向上にむけた取り組みについて
◦自主防災組織の強化について
◦初期消火資機材等の整備について
２　高齢者コミュニティの活性化について
◦地域コミュニティによる高齢者の孤立化対策につ
いて
◦高齢者が集う場の確保について

１　地域の防災、防犯対策について
◦空き家・空き地対策について
◦自主防災活動の強化について
２　地域における子育て環境のあり方について
◦子ども会育成会に対する市の対応状況について
◦清新地区の取り組み状況について

１　相模原駅周辺のまちづくりについて
◦駅周辺のまちづくりの整備計画の検討状況について
２　交通ネットワークの円滑化について
◦駅周辺の交通ネットワークの整備について
◦幹線道路の整備状況について

１　相武台まちづくりセンター・公民館移転後の
グラウンド・体育館の管理及び運営について
◦管理について
◦運営について
２　キャンプ座間の一部返還等について
◦ゴルフ場周辺外周道路の返還について
◦広域避難場所について

１　横山地区における生涯学習場所の確保について
◦下九沢方面の居住者の生涯学習場所の確保に
ついて
◦横山小学校大規模改修時における公民館機能の
移転について

２　高齢者見守りの体制づくりについて
◦高齢者相互見守りの場への男性参加者の参加増に
ついて
◦ボランティア協力員の確保と支援体制づくりに
ついて

１　消防団OBの活動について
◦消防団OBの活動に対する補償について
２　公民館図書室のあり方について
◦公民館図書室のあり方について
◦図書館のあり方について

１　まちづくりの拠点整備について
◦事業の取り組み状況と展望について
◦賑わいを創出するまちづくりについて
２　JR相模線番田駅周辺の公共施設について
◦番田駅周辺の公共施設整備の状況について
３　上溝地区を流れる河川について
◦水辺環境の整備について

１　子育て環境の充実について
◦中央小学校と富士見小学校の学区について
２　地域防災力の向上について
◦災害時要援護者の把握について

１　安全・安心なまちづくりについて
◦安全・安心まちづくり推進体制の強化について
◦自転車交通事故対策について
２　地域活動を推進する環境づくりについて
◦皆で担うまちづくりの推進について
◦市民活動団体への活動の場の提供について

１　住宅密集地域の防災について
◦啓発・耐震化推進・道路整備について
２　市と自治会等との協働事業について
◦自主防災組織活動について
◦防犯・交通安全活動について

１　地域の交流の場・活動の拠点づくりについて
◦地域住民の交流の場の不足について
◦高齢者の利用に配慮したふれあいセンターの整備
について
◦民間活力による公共施設の再整備について
２　あらゆる人々が結び、安全に暮らせる大野北地区
のまちづくりについて
◦安心して住み続けられる大野北地区のまちづくり
について
◦児童が健全かつ安全に育つ大野北地区のまちづくり
について

大　沢
８/４

大野中
８/７

東　林
８/18

橋　本
10/１

城　山
10/６

相模湖
10/８

麻　溝
10/９

田　名
10/13

田　名
10/13

藤　野
10/15

津久井
10/16

新　磯
10/19

光が丘
10/23

清　新
10/27

小　山
10/30

相武台
11/２

横　山
11/５

星が丘
11/６

上　溝
11/９

中　央
11/10

大野南
11/12

相模台
11/13

大野北
11/16

地　区 地　区 地　区テ　　ー　　マ テ　　ー　　マ テ　　ー　　マ

22地区でまちづくり懇談会が開催されました。
自治会を中心とした「まちづくり会議」メンバーと相模原市が意見交換や情報
共有を行い、地区のまちづくりを考える場として、「地区まちづくり懇談会」が
昨年８月～ 11月に各地区で開催されました。地域性を反映したテーマについて、
活発な議論が交わされました。
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藤
野
地
区
自
治
会
連
合
会
で

は
、
住
民
相
互
の
親
睦
と
交
流
を

図
り
、
地
域
の
連
帯
感
を
深
め
る

と
と
も
に
、
地
域
力
の
向
上
を
目

指
し
て
「
健
康
フ
ェ
ス
タ
ふ
じ

の
」
を
開
催
し
て
お
り
、
今
年
度

で
７
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

自治会報さがみはら67号（平成27年11月発行）４面
『むかし昔』２段目「昭和20年に水道みちが整備された」は
「明治20年に」の誤りです。訂正してお詫びいたします。

訂正とお詫び

相模原市自治会連合会事務局
☎ 042－ 753－ 3419

E-mail:info@sagamihara-jichiren.jp

お問い合わせ

自
治
会
報
さ
が
み
は
ら
編
集

広
報
部
会
員

我
が
相
武
台
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク

（
以
下
「
Ｇ
Ｐ
」
と
い
う
。）
は
40

棟
１
、６
１
５
世
帯
約
４
、０
０
０

名
弱
が
居
住
す
る
階
段
型
共
同
住

宅
の
大
規
模
団
地
で
す
。

近
年
の
震
災
か
ら
、
Ｇ
Ｐ
で
は

平
成
26
年
１
月
に
自
治
会
と
管
理

組
合
と
で
「
災
害
対
策
合
同
委
員

会
」
の
組
織
を
立
ち
上
げ
ま
し

た
。災

害
時
に
Ｇ
Ｐ
の
住
民
が
避
難

出
来
る
避
難
所
の
収
容
人
員
は

１
、２
９
０
名
で
す
。
こ
の
事
か

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
一

堂
に
会
し
、
綱
引
き
や
玉
入
れ
な

ど
手
に
汗
を
握
る
取
り
組
み
が
用

意
さ
れ
て
お
り
、
住
民
相
互
の
一

体
感
が
生
ま
れ
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
地
域
の
情
報
を
積
極
的
に
交

換
す
る
場
と
も
な
っ
て
お
り
、
地

域
間
の
連
帯
感
や
絆
が
強
く
な
る

こ
と
に
よ
る
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
醸
成
に
も
繋
が
っ
て
お
り

ま
す
。

地
区
な
ら
で
は
の
取
り
組
み
と

し
て
は
、
特
に
山
間
部
で
あ
る
佐

野
川
地
域
に
お
い
て
、
藤
野
地
区

ま
ち
づ
く
り
会
議
の
発
案
で
始

ま
っ
た
高
齢
者
な
ど
の
移
動
支
援

を
目
的
と
し
た
「
い
く
べ
ぇ
カ
ー

運
行
事
業
」
を
、
来
年
度
よ
り
佐

野
川
地
区
自
治
会
連
絡
協
議
会
が

中
心
と
な
り
、
運
行
を
継
続
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

今
後
も
、
地
域
の
絆
を
育
み
な

が
ら
、
地
域
の
特
色
を
最
大
限
に

生
か
し
、
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
地
区
づ
く
り
に
積
極
的
に
取

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

嶽
之
内
自
治
会
は
現
在

１
、８
６
７
世
帯
で
構
成
さ
れ
、

自
治
会
活
動
と
し
て
の
第
一
は
近

隣
愛
だ
と
考
え
活
動
し
て
お
り
ま

す
。地
区
の
子
ど
も
達
に
将
来「
嶽

之
内
が
私
の
ふ
る
さ
と
で
す
」
と

い
う
自
覚
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ

う
、
子
ど
も
達
が
大
人
と
交
流
で

き
る
行
事
と
し
て
、
年
末
特
別
警

戒
・
ど
ん
ど
焼
き
・
餅
つ
き
大
会
・

盆
踊
り
大
会
等
、
工
夫
を
凝
ら
し

た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
う
ち
の
一
つ
、
８
年
前
か

ら
実
施
し
て
い
る
年
末
特
別
警
戒

を
紹
介
し
ま
す
。
年
末
特
別
警
戒

は
、
毎
年
12
月
26
日
か
ら
６
日

間
、
午
後
７
時
50
分
に
ス
タ
ー
ト

し
、
約
一
時
間
、
広
大
な
地
区
内

を
６
コ
ー
ス
に
分
け
パ
ト
ロ
ー
ル

を
行
う
も
の
で
す
。

１
年
目
は
役
員
を
中
心
に
９
名

で
実
施
し
ま
し
た
。

最
初
の
う
ち
、
拍
子
木
の
音
は

小
さ
く
て
響
き
も
な
く
、
そ
の
上

恥
ず
か
し
さ
か
ら
声
も
小
さ
く
ち

ぐ
は
ぐ
な
状
況
で
し
た
が
、
徐
々

に
声
も
響
き
も
大
き
く
な
り
、
う

ま
く
か
み
合
い
だ
し
寒
風
の
中
に

響
き
わ
た
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
各
人
が
う
っ
す
ら
と
汗
ば

み
、
満
足
感
に
浸
り
な
が
ら
「
50

分
間
ず
っ
と
声
を
出
し
て
い
る
の

で
、
カ
ラ
オ
ケ
よ
り
き
つ
い
よ
。」

と
言
い
な
が
ら
皆
で
笑
い
合
っ
た

こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。

２
年
目
は
自
治
会
役
員
と
有
志

に
よ
り
２
班
編
成
で
実
施
し
、
前

年
同
様
に
参
加
さ
れ
た
方
々
が
、

年
末
の
こ
の
活
動
は
達
成
感
が
あ

る
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

活
動
当
初
よ
り
子
ど

も
と
一
緒
に
回
り
た
い

想
い
が
あ
り
ま
し
た
の

で
、
３
年
目
は
子
ど
も
会

育
成
会
に
相
談
し
子
ど

も
達
も
参
加
し
て
く
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

寒
さ
厳
し
い
夜
間
の
パ

ト
ロ
ー
ル
へ
の
参
加
に

心
配
も
あ
り
ま
し
た
が
、

「
ラ
イ
ト
や
拍
子
木
、
提

灯
を
持
た
せ
て
！
」
と
、

取
り
っ
こ
を
す
る
ほ
ど

大
喜
び
で
し
た
。
そ
の
後

か
ら
は
大
人
が
２
班
、
子

ど
も
が
１
班
の
３
班
体

制
が
定
着
し
、
昨
年
暮
れ

の
参
加
者
は
延
べ
大
人

１
３
８
名
子
ど
も
63
名

で
し
た
。

住
民
の
方
も
温
か
く
見
守
っ
て

く
だ
さ
り
「
お
疲
れ
様
」「
頑
張
っ

て
」「
あ
り
が
と
う
」
と
い
っ
た

声
か
け
が
年
々
増
え
、
参
加
者
の

励
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

毎
回
終
了
後
に
子
ど
も
達
か
ら
感

想
を
話
し
て
も
ら
う
の
も
楽
し
み

と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
子

ど
も
の
成
長
を
見
守
る
と
同
時

に
、
地
域
の
皆
様
と
共
に
声
か
け

を
励
行
し
、
明
る
い
住
み
よ
い
地

域
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
い
け
れ
ば

と
願
っ
て
い
ま
す
。

ら
委
員
会
に
お
い
て
、「
住
民
の

多
く
が
団
地
内
で
避
難
生
活
を
送

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
と
の

認
識
を
も
と
に
、
団
地
を
避
難
所

の
サ
ブ
避
難
所
と
位
置
付
け
、
活

動
に
必
要
な
団
地
独
自
の
「
防
災

マ
ニ
ュ
ア
ル
（
避
難
所
運
営
マ

ニ
ュ
ア
ル
）」
を
作
り
ま
し
た
。

昨
年
、
12
月
13
日
（
日
）
午
前

９
時
30
分
か
ら
、
防
災
マ
ニ
ュ
ア

ル
の
完
成
度
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
為

に
、
60
家
族
が
住
む
１
棟
を
選

び
、
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
に

反
映
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
多
く

の
情
報
を
得
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
こ
の
第
１
歩
を
踏
ま
え
て
、

団
地
全
体
の
訓
練
を
ど
う
行
う
か

が
今
後
の
大
き
な
課
題
で
す
。

震
災
避
難
訓
練
の

実
施
に
つ
い
て

相
武
台
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
自
治
会
連
合
会

会 

長
　
瀬
尾
　
守
一

近
隣
愛
で
明
る
い

地
域
づ
く
り

　
自
治
会
法
人
嶽
之
内
自
治
会

会
長
　
山
口
　
信
郎

健康フェスタでは皆で輪になって

いくべぇカーによる移動支援

餅つき大会も季節の風物詩

訓練から学ぶことは多い

災害対策グッズも用意 オリジナルの手引は
心強い備え

世
代
を
超
え
た連

帯
を

　
藤
野
地
区
自
治
会
連
合
会

　
会
長
　
森
川
　
哲
郎

坂
本
　
堯
則
（
相
模
台
）

澤
塚
　
正
史
（
相
模
湖
）

石
井
　
正
彦
（
麻
　
溝
）

佐
藤
あ
つ
子
（
相
武
台
）

内
田
　
匠
一
（
大
　
沢
）

小
河
原
祐
二
（
津
久
井
）

武
田
　
邦
雄
（
清
　
新
）

笹
野
　
賢
司
（
星
が
丘
）

渡
邉
　
重
治
（
大
野
北
）

中
村
　
洋
子
（
大
野
南
）

嘉
松
　
　
皓晧
（
東
　
林
）

谷
口
自
治
会
元
会
長 渋

谷　

正
夫

No.55

谷
口
地
区

谷
口
地
区

　
相
模
原
の
南
の
玄
関
口
に
な
っ

て
い
る
谷
口
、
昔
は
「
谷
口
村
」

と
言
い
ま
し
た
。
の
ち
に
高
座
郡

上
鶴
間
村
と
な
り
、
現
在
は
南
区

上
鶴
間
本
町
、
こ
れ
ま
で
何
度
か

名
称
が
変
わ
り
、
戸
惑
う
こ
と
が

多
々
あ
り
ま
し
た
。

　
私
が
生
ま
れ
た
昭
和
２
年
に
は
、

小
田
急
線
が
新
宿

－

小
田
原
ま
で

開
通
し
、
大
変
便
利
に
な
り
ま
し

た
。
続
い
て
昭
和
４
年
に
は
江
ノ

島
線
も
開
通
し
ま
し
た
が
、
当
時

の
駅
名
は
「
相
模
大
野
駅
」
で
は

な
く
、「
通
信
学
校
前
駅
」
で
し
た
。

　
昔
は
自
治
会
を「
区
会
」と
言
い
、

谷
口
地
区
に
は
１
区
～
６
区
ま
で

あ
り
ま
し
た
。
境
川
か
ら
深
堀
川
、

北
は
鵜
野
森
、
東
は
座
間
境
、
小

田
急
相
模
原
駅
か
ら
国
立
病
院
機

構
相
模
原
病
院
へ
至
る
道
路
ま
で

が
谷
口
で
し
た
。
谷
口
自
治
会
の

現
在
の
会
員
数
は
約
５
、８
０
０
世

帯
で
、
行
事
と
し
て
は
、
盆
踊
り
、

防
災
訓
練
、
お
祭
り
、
球
技
大
会

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
50
年
近
く
続
い
た
運
動
会
で
は
、

元
気
な
お
母
さ
ん
方
の
棒
体
操
が

名
物
で
、
か
つ
て
テ
レ
ビ
で
放
映

さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
そ

の
他
に
も
、
お
と
ぼ
け
木
枯
紋
二

郎
の
仮
装
や
美
人
コ
ン
テ
ス
ト
な

ど
、
笑
い
の
あ
る
楽
し
い
運
動
会

で
し
た
。

　

現
在
の
谷
口
地
区
内
に
は
、

33
階
建
の
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
が
そ

び
え
建
っ
て
い
ま
す
。
昔
の
方
々

が
も
し
見
る
事
が
出
来
た
な
ら
、

「
お
っ
た
ま
げ
る
」
の
で
は
と
思
い

ま
す
。

　
都
市
化
が
進
ん
で
も
、
谷
口
自

治
会
に
は
、
前
述
の
イ
ベ
ン
ト
以

外
に
歳
神
様
の
飾
り
つ
け
や
ど
ん

ど
焼
き
、
恵
比
寿
講
な
ど
、
昔
か

ら
続
く
様
々
な
行
事
が
あ
り
ま
す
。

　
時
代
が
移
り
、
茅
葺
き
屋
根
の

家
々
は
鉄
筋
に
、
電
話
は
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
に
と
私
た
ち
を
取
り
巻

く
環
境
が
変
わ
っ
て
も
、
そ
う
し

た
地
域
の
行
事
は
大
切
に
し
て
い

き
た
い
、
次
代
を
担
う
人
た
ち
に

も
続
け
て
行
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ

て
い
ま
す
。

谷や

口ぐ
ち

地
区
、
時
代
が
移
り
変
わ
っ
て
も
。上鶴間一番地之碑

運動会ではおとぼけ木枯紋二郎が練り歩いた。


